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および 0、50、100、150、200mM、4 週間)にさらすことにより、光合成、体内の Na+集積などの生
理的反応や成長への影響を明らかにした（既発表論文 1）。続いて、（２）銀白楊と黒楊の挿木苗
 

















ヤナギ属では、NaCl 濃度 50mM 以上の処理区において旱柳の成長量はかなり抑制された。
一方、沙柳は、100mM 区においてのみ抑制効果が現れた。旱柳は、塩ストレス環境にない場合
には高い光合成速度を示すが、塩分濃度が高くなるにつれて沙柳に比べ光合成は急減した。
さらに沙柳は、溶液中の Na+をほとんど吸収せず、根系への蓄積が極めて少なかった。これは
Na+の吸収を回避することによって、塩ストレス環境の影響を防御しているようであった。逆に旱
柳は、吸収した Na+を根系にとどめ、葉への転流を防ぐことによって、塩ストレス環境に対応して
おり、一定濃度（＜100mM）を超えるまでは、ほとんど葉への影響はなかった。さらに葉の
Na+/K+比は、沙柳が旱柳よりも低く、沙柳が旱柳に比べ耐塩性があることを示した。すなわち、
塩類土壌においては、沙柳は旱柳に比べて生存が容易であることが明らかとなり、沙柳は高塩
濃度の土壌環境にも広く活用することが可能であることがわかった。 
 以上の結果、ヤナギ科植物の環境ストレス耐性に関する精度の高い研究成果が得られ
ており、世界に広く分布するヤナギ属、ハコヤナギ属の植栽・育成に大きく貢献する情
報として高く評価できる。よって本研究は農学博士の学位を与えるに十分な価値を有す
るものと判定した。 
 
 
